
        

1 

待
ち
人
は
今
夜
も
見
え
ず
朧
月
（
白
堂
）
１ 

2 

春
北
斗
月
の
砂
漠
の
柄
杓
か
な
（
篠
原
） 

3 

重
な
り
て
大
欠
伸
す
る
目
刺
か
な
（
門
屋
）
３ 

4 

一
直
線
青
天
を
突
く
冬
芽
か
な
（
徹
心
）
３ 

5 

春
霞
昔
の
情
緒
消
え
失
せ
て
（
寶
州
） 

6 

す
れ
ち
が
ふ
人
な
つ
か
し
や
春
の
夜
（
淨
淵
）
３ 

7 

春
め
く
や
山
麓
に
見
る
朝
霞
（
西
田
）
１ 

8 

孫
の
手
に
二
つ
三
つ
の
雛
あ
ら
れ
（
田
中
）
２ 

9 

軍
配
は
紅
白
い
づ
れ
梅
の
宿
（
宗
道
）
２ 

10 

探
梅
や
竹
短
冊
に
秀
句
あ
り
（
白
雲
） 

11 

明
王
の
火
焔
に
積
も
る
春
の
雪
（
石
濱
） 

12 

コ
ン
ビ
ニ
の
白
き
袋
や
雛
祭
り
（
霊
峰
） 

13 

そ
っ
ぽ
向
き
お
茶
す
ゝ
り
合
う
春
炬
燵
（
篠
原
）
２ 

14 

妻
の
描
く
蛤
雛
の
顔
や
さ
し
（
門
屋
）
３ 

15 

春
の
夜
い
よ
よ
お
つ
む
の
朧
か
な
（
淨
淵
） 

16 

白
酒
に
ゑ
ひ
て
も
み
た
し
夜
坐
三
日
（
白
堂
） 

17 

春
の
宵
時
間
も
忘
れ
ネ
ッ
ト
囲
碁
（
西
田
） 

18 

畦
道
に
顔
の
ぞ
か
せ
る
土
筆
ん
ぼ
（
田
中
）
１ 

19 

里
山
の
景
色
ふ
ん
わ
り
枯
木
立
（
寶
州
）
１ 

20 

頭
だ
し
た
だ
よ
ふ
亀
や
池
温
む
（
石
濱
）
３ 

21 

妻
の
背
に
レ
タ
ス
の
色
の
陽
射
し
か
な
（
霊
峰
）
１ 

22 

音
も
な
く
曳
き
船
遠
く
日
脚
伸
ぶ
（
白
雲
）
２ 

23 

ソ
チ
五
輪
悲
喜
こ
も
ご
も
の
涙
あ
り
（
無
傳
） 

24 

吾
子
く
る
む
よ
う
な
新
芽
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
（
宗
道
）
１ 

25 

大
根
の
切
り
口
違
い
嫁
姑
（
徹
心
）
１ 

26 

雪
な
の
に
庭
の
手
摺
り
に
鳩
一
羽
（
田
中
） 

27 

門
標
を
覆
は
ん
ば
か
り
し
だ
れ
梅
（
宗
道
）
１ 

28 

レ
コ
ー
ド
に
針
や
は
ら
か
く
春
の
歌
（
霊
峰
）
３ 

29 

崩
れ
垣
春
告
草
の
ひ
そ
と
咲
き
（
白
雲
）
１ 

30 

葉
隠
れ
に
百
の
椿
の
咲
き
競
う
（
門
屋
）
１ 

31 

桜
桃
の
花
に
い
た
ず
ら
小
鳥
た
ち
（
寶
州
） 

32 

失
敗
も
あ
っ
て
只
今
春
の
雲
（
石
濱
）
２ 

33 

蕨
狩
媼
つ
ぶ
や
く
は
や
り
唄
（
淨
淵
）
３ 

34 

寒
ゆ
る
み
真
青
き
空
に
雲
雀
舞
う
（
西
田
） 

35 

崩
れ
雪
達
磨
に
手
向
け
木
の
葉
菓
子
（
篠
原
）
１ 

36 

祖
母
が
雛
気
持
ち
悪
い
と
孫
が
泣
き
（
白
堂
） 

 

        

37 

弥
生
尽
母
も
と
う
と
う
白
寿
な
り
（
田
中
） 

38 

梅
が
香
に
ふ
ら
り
と
路
を
変
へ
に
け
り
（
宗
道
）
７ 

39 

地
を
這
い
て
大
蛇
と
な
り
し
梅
古
木
（
白
雲
） 

40 

春
近
し
こ
こ
そ
こ
あ
そ
こ
き
ざ
し
あ
り
（
無
傳
）
２ 

41 

梅
の
香
や
や
さ
し
き
風
の
な
ほ
や
さ
し
（
石
濱
） 

42 

奔
放
に
垣
よ
り
落
つ
る
枝
垂
れ
梅
（
霊
峰
） 

43 

卒
業
や
羽
根
う
つ
く
し
き
池
の
鴨
（
徹
心
） 

44 

値
札
下
げ
支
度
整
う
植
木
市
（
門
屋
） 

45 

身
の
上
は
な
し
す
る
三
人
ひ
な
あ
ら
れ
（
篠
原
） 

46 
桃
の
湯
田
相
見
し
た
り
山
頭
火
（
白
堂
） 

47 
春
浅
し
も
の
寄
せ
付
け
ぬ
蔵
の
戸
や
（
寶
州
）
２ 

48 

里
山
の
蕨
問
ひ
け
る
便
り
か
な
（
淨
淵
）
３ 

49 

雪
解
け
や
清
き
流
れ
に
四
方
の
風
（
西
田
）
１ 

50 

白
梅
の
散
り
て
葉
陰
の
紅
に
添
い
（
徹
心
） 

51 

春
愁
の
部
屋
一
面
の
反
古
か
な
（
霊
峰
）
１ 

52 

雪
解
け
の
流
れ
ま
た
い
で
山
下
る
（
石
濱
）
１ 

53 

雲
白
く
遠
山
層
々
と
し
て
春
浅
し
（
白
雲
）
１ 

54 

水
ぬ
る
む
シ
ロ
ウ
オ
お
ど
る
室
見
川
（
宗
道
） 

55 

梅
が
香
に
つ
ど
い
集
ま
る
散
歩
道
（
無
傳
） 

56 

孫
生
え
の
魂
宿
る
若
芽
か
な
（
田
中
） 

57 

天
降
り
て
残
雪
蒼
し
背
振
山
（
篠
原
） 

58 

鳶
一
羽
羽
先
拡
げ
て
春
の
空
（
門
屋
） 

59 

日
と
風
と
さ
さ
や
き
て
咲
く
黄
水
仙
（
徹
心
）
４ 

60 

電
柱
に
巣
架
け
騒
ぐ
か
さ
さ
ぎ
よ
（
寶
州
） 

61 

今
聞
い
て
又
忘
れ
た
る
日
永
か
な
（
西
田
）
１ 

62 

四
五
本
の
蕨
置
か
れ
し
地
蔵
か
な
（
淨
淵
）
５ 

福

岡

禅

会

俳

句

会

三

月

句

会

結

果 
天 

梅
が
香
に
ふ
ら
り
と
路
を
変
へ
に
け
り
（
宗
道
） 

 

地 
四
五
本
の
蕨
置
か
れ
し
地
蔵
か
な 

 
 
 
 
 

（
淨
淵
） 
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日
と
風
と
さ
さ
や
き
て
咲
く
黄
水
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（
徹
心
） 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


